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本稿の目的は、クウェート国民議会において長期にわたり活躍し、アラブ
民族主義者としても知られているクウェート人政治家、アフマド・ムハンマド・
ハ
テ
ィ
ー
ブ（
A
ḥm
ad M
uḥam
m
ad al-K
haṭīb
（
1））
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
ある。より具体的には、一九二八年のハティーブの出生から クウェート国憲法を制定した一九六二年の制憲議会直前までの期間を対象に、彼の政治活動の一端を明らかにする。本稿においてこ 期間のハティーブについて紹介する理由は、次の二点にある。　
第一に、クウェートの政治史におけるアラブ民族主義勢力の役割について
の
関
心
で
あ
る。
ク
ウ
ェ
ー
ト
大
学
政
治
学
部
の
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
シ
ャ
ー
イ
ジ
ー
（
ʻA
bd A
llāh al-S
hāyjī ）は、一九六二年に制度設計されたクウェートの議会制
度
は、
「ク
ウ
ェ
ー
ト
･
モ
デ
ル（
al-N
am
ūdhaj al-K
uw
aytī ）」
と
し
て、
同
時
代
の
中
東地域において革新的な位置づけにあったと指摘する。そし 彼は、そ 理由を、独裁的な政治体制が所与のものとされていた一九六〇年代の中
東地域
において、クウェートの議会制度が国民 対 て広範な政治的権利を与えたからであると説明する
（
2）。
　
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
は、
「ク
ウ
ェ
ー
ト
･
モ
デ
ル」
が
こ
の
よ
う
な
時
代・
地
理
的制約にもかかわらず成立した点について、国外および国内的要因に着目して
構
造
的
に
説
明
し
て
き
た
（
3）。
と
く
に
後
者
の
研
究
は、
こ
の
議
会
制
度
の
設
立
を、
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
お
け
る
伝
統
的
な
政
治
主
体
で
あ
る
サ
バ
ー
ハ
家（
al-Ṣ
abāḥ ）（首
長
家）
と
商
人
階
層
と
の
あ
い
だ
の、
政
治
お
よ
び
経
済
的
な
利
権
を
め
ぐ
る
ひ
と
つ
の
「契
約」
と
し
て
説
明
す
る
傾
向
に
あ
っ
た。
し
か
し
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
憲
法
を
制
定
し
た
制
憲
議
会（
al-M
ajlis al-Taʼsīsī ）
や、
そ
れ
に
付
随
す
る
憲
法
委
員
会（
L
ajna al-
D
ustūr ）
の
議
事
録
を
精
査
す
る
と、
以
上
の
通
説
と
は
異
な
る
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る。
す
な
わ
ち、
国
民
に
広
範
な
政
治
的
権
利
を
与
え
る「ク
ウ
ェ
ー
ト
･
モ
デ
ル」の制度設計において、首長家と商人階層に加え、ハティーブを中心としたアラブ民族主義勢力が無視できない役割を果たして
いたことがわかるので
あ
る
（
4）。
そ
の
た
め
本
稿
に
お
い
て、
制
憲
議
会
が
開
催
さ
れ
る
一
九
六
二
年
ま
で
の
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
政
治
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
は、
「ク
ウ
ェ
ー
ト
･
モ
デ
ル」
の
構
築
過
程
と、
そ
れ
以
降
の
同
国
に
お
け
る
議
会
政
治
の
展
開
を
再
検
討
す
る
う
え
で
も、ひとつの重要な作業として位置づけることができるのである
（
5）。
　
第
二
に、
湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国
に
お
け
る
知
識
人
の
個
人
史
に
つ
い
て
の
関
心
で
あ
る
（
6）。
こ
れ
ま
で、
湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国
の
政
治
活
動
家
や
知
識
人
を
対
象
と
し
た、
政
治および社会思想史的な研究は十分に行われてこなかった。しかしこのことは、この地域において主だっ 政治活動家や知識人 不在 あるこ を意味するものではない。後述するとおり、ハティーブはクウェートにおいて数々の政治・文化団体を設立し、それら諸団体が発行する刊行物をつうじて、国外に対して アラブ諸国の統一や欧米諸国による植民地主義的な活動の停止を、そして国内に対しては、一般民衆
の政治参加や労働者の権利の向上を
主
張
し
て
き
た。
こ
れ
ら
刊
行
物
は、
ク
ウ
ェ
ー
ト、
湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国、
中
東
全
域、
パレスチナ／イスラエル問題、そしてこれら事象をめぐる国際政治の動向について、首長家に支配された体制の側ではなく、権力構造のなかで周辺にかれた存在の見解を記す、数少ない資料のひとつである。しかしこれら刊行物の所在は確認されているのにもかかわらず、それを対象 し 考察は、これまで十分に行われていない。　
文化人類学者のロングヴァ（
A
nh N
ga Longva ）は、湾岸アラブ諸国を対象
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と
し
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
が、
「大
き
な
歴
史
的
事
件」
や「大
き
な
構
造」
に
着
目
す
る
傾
向
に
あ
り、
そ
れ
ら
が
地
域
の
支
配
階
層
と
は
区
別
さ
れ
た
一
般
の
人
々
に
よ
っ
て、どのように理解、もしくは経験されたのかについて、十分な関心を示して
は
こ
な
か
っ
た
と
批
判
す
る。
彼
女
自
身
は、
「国
籍
に
基
づ
く
エ
ス
ノ
ク
ラ
シ
ー
（
civic ethnocracy ）」
の
概
念
を
用
い
て
こ
の
課
題
の
克
服
に
取
り
く
む
も
の
の、
実
際
は
ま
だ
抽
象
的
な
議
論
の
枠
を
出
て
い
な
い
（
7）。
確
か
に、
ハ
テ
ィ
ー
ブ
を
中
心
と
し
たクウェートのアラブ民族主義者達を「一般の人々」として扱うことについては、まだまだ議論の余地があろう。しか 彼らは、サバーハ家が統治する君
主
国
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
政
治
領
域
に
お
い
て、
ま
ぎ
れ
も
な
く
周
辺
的
な
存
在
で
あ
り、
彼
ら
が
周
囲
の
環
境
を
ど
の
よ
う
に
理
解、
も
し
く
は
経
験
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て、
上述の刊行物をとおして考察することは、ロングヴァが述べる研究課題に取りくむための、ひとつの有効な手段となりえよう。そしてこのことは、
国民
国
家
と
い
う
制
度
が
徐
々
に
構
築・
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
な
か、
こ
の
地
域
の
一
個
人
が、圧倒的に影響力のあるこ 非人格的な主体 どのよ に関係を取りむすび、
そ
の
な
か
で
い
か
に
自
ら
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て、
ひとつの答えを提示することにつながるのである。　
本稿では、以上の二つの問題意識に取りくむための序論と て、クウェー
ト人アラブ民族主義者アフマド・ハティーブについ 、一九二八年の出生から、制憲議会が設立された一九六二年直前までの期間におけ 、彼の政治活動を中心に紹介したい。なおハティーブ 半生 描くにあたり、以下 議論では、二〇〇七年に発行された彼自身による自伝の第一巻『クウェート：首長
国
か
ら
国
家
へ（
al-K
uw
ayt m
in al-Im
āra ilā al-D
aw
la ）』
と、
英
国
外
交
書
簡
集
（
C
am
bridge A
rchive Editions ）を主な一次資料として利用する
（
8）。
?
?
???????
　
本
稿
の
主
役
で
あ
る
ア
フ
マ
ド
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は
、
一
九
二
八
年
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
ド
ゥ
フ
ラ
（
al-D
uhla ）
地
区
にお
い
て
、
父
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
（
M
uḥam
m
ad 
al-K
haṭīb ）
と、
そ
の
第
二
妻
ワ
ド
ゥ
ハ・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム・
ハ
ビ
ー
ズ
ィ
ー
（
W
aḍḥa Ibrāhīm
 al-K
habīzī ）
の
第
四
子
と
し
て
誕
生
し
た。
兄
弟
は
全
員
で
五
人
で
あり、兄が一人、姉が二人、そして妹が一人であった。　
石油収入によって都市開発が進む一九五〇年代以前のクウェートは、町の
一方をペルシャ湾に面し、内陸の砂漠に面するもう一方を六キロほど 半円
形の城壁に囲まれた、小さな港町であった。城壁の内側は、いくつもの地区（ḥayy, furayj ）
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
お
り、
各
地
区
の
居
住
者
は、
経
済
的
な
階
層
や
祖先の出身地、そして宗派などによって分類される傾向にあった。と に経済
的
な
階
層
に
基
づ
く
住
み
わ
け
は
明
確
で
あ
り、
海
岸
に
面
す
る
シ
ャ
ル
ク（
al-
Sharq ）
地
区
と
キ
ブ
ラ（
al-Q
ibla ）
地
区
に
は、
真
珠
採
取
業
や
造
船
業、
そ
し
て
貿
易
業
に
携
わ
る
こ
と
で
巨
額
の
資
本
を
蓄
積
し、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
当
時
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
中
枢
に
近
い
商
人
階
層
が
居
住
し
て
い
た
（
9）。
一
方
で
当
時
の
ク
ウ
ェ
ー
トには、商人階層が営む上述の事業に雇用さ
れる、多くの労働者が存在して
いた。クウェート社会において「最下層」として位置づけられていたこの階層は、非常に苦しい生活を送っており、彼らは商人階層が居住する海岸部とは離れた、城壁内の砂漠側の土地に住んでいた
（
10）。
　
こ
の
町
の
中
央
部
に
は、
サ
フ
ァ
ー
ト（
al-Ṣ
afāt ）
と
呼
ば
れ
る
広
場
が
あ
っ
た。
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
歴
史
学
者
サ
イ
フ・
マ
ル
ズ
ー
ク・
シ
ャ
ム
ラ
ー
ン（
S
ayf M
arzūq al-
S
ham
lān ）は、サファート広場を当時のクウェートの「心臓部（
al-Q
alb ）」と
し
て
形
容
し
て
い
る
が、
こ
の
広
場
に
は
城
壁
の
外
側
か
ら
や
っ
て
く
る
遊
牧
民
（
B
adw
）
が
家
畜
や
羊
毛
を
販
売
す
る
市
場
や
（
11）、
城
壁
内
外
へ
向
け
た
交
通
手
段
の
発
着場が立地していた。サファート広場には、城壁内の住人が好んで集まる茶屋や日用品を販売する小さな店舗も集中しており、犠牲祭などでは祭が催され、時の首長も町民と交流するためにやってくるなど、港町の憩いの場として機能していた
（
12）。
　
ハティーブの言葉によれば、この広場に隣接するドゥ
フラ地区は、海岸部
に面し いるシャルク地区やキブラ地区とは異なり、物品運搬業者や店舗経営
者、
そ
し
て
労
働
者
が
居
住
す
る
下
層
階
級
地
区
で
あ
っ
た
（
13）。
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
者
運
動
に
つ
い
て
研
究
し、
自
身
も
そ
の
活
動
に
身
を
投
じ
た
カ
ッ
ズ
ィ
ー
ハ（
W
alid 
K
azziha ）
に
よ
れ
ば、
ハ
テ
ィ
ー
ブ
家
は「大
き
な
財
産
や
社
会
的
地
位
を
全
く
有
さ
ない一族」であったという。また一九六〇年代の英国外交書簡 、ハティーブ
家
に
つ
い
て
は「下
賤（
of low
 birth ）」
の
身
分
と
形
容
し
て
い
る
（
14）。
ハ
テ
ィ
ー
ブ
自
身
の
説
明
に
よ
れ
ば、
父
ム
ハ
ン
マ
ド
と、
母
ワ
ド
ゥ
ハ
の
父
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム・
ハ
ビ
ー
ズ
ィ
ー（
Ibrāhīm
 al-K
habīzī ）
は、
サ
バ
ー
ハ
家
が
行
う
対
外
戦
争
や
商
隊
の
保護に従軍する兵士であり、数多くの戦闘に参加していた。 くに祖父イブラ
ー
ヒ
ー
ム
は
、
現
代
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
建
国
の
父
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
（
ʻA
bd 
al-ʻA
zīz ）
の
リ
ヤ
ド
奪
還
に
参
加
し
た
戦
士
で
あ
っ
た。
ハ
テ
ィ
ー
ブ
家
の
生
計
は、
父と祖父が戦闘や商隊の保護に従軍することで得る賃金と、一家が保有する
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不動産の賃貸金によって成りたっており、彼らの生活は同地区のほかの住民よりも多少は豊かであったという
（
15）。
　
し
か
し
ハ
テ
ィ
ー
ブ
家
の
生
活
は、
父
が
一
九
一
〇
年
の「ハ
デ
ィ
ー
ヤ
の
戦
い
（
M
aʻraka H
adīya ）」
で
障
害
を
負
っ
た
こ
と
で、
暗
転
し
て
し
ま
う。
な
ぜ
な
ら、
彼
はもはや武器を持つことができなくなってしまったために、首長家からの給与
が
削
減
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
16）。
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
兄
イ
カ
ー
ブ（
ʻIqāb ）
は、給与を元の水準に戻すよう首長家 陳情するものの、聞き入られることはなかった。またアブドゥルアズィーズが、リヤド奪還に従軍したクウェートの住民を一九二〇年代に慰問した際に、祖父イブラーヒームが一家の苦しい
生
活
状
況
に
つ
い
て
言
及
し
た
た
め、
時
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
首
長
ア
フ
マ
ド
･
ジ
ャ
ー
ビル（
A
ḥm
ad al-Jābir ）（第一〇代：在位一九二一〜五〇）が激怒してしまい、
以後イブラーヒームは、サウード家から毎年与えられていた給付金を受理することを禁じられてしまう。母ワドゥハ
は、不動産の売却と日用品の転売に
よって、子どもたちと障害 持った夫のために生活の糧を確保し ければならなくなってしまうが、そこで得た賃金は、一家の日々の生活を維持するのにやっとの水準であっ 。ハティーブ自身 、幼少時代に内職 行い、小銭を稼ぐ必要があ たこと、また家計の状況から、時により十分な食事 とることができなかった 自伝で回想 ている
（
17）。
　
ある年に、家庭の経済状況から、ハティーブと兄のイカーブは、学業を断
念
す
る
よ
う
母
に
告
げ
ら
れ
て
し
ま
う。
し
か
し
両
者
は、
文
教
委
員
会（
M
ajlis al-
M
aʻārif ）
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
ユ
ー
ス
フ・
イ
ブ
ン・
イ
ー
サ
ー・
ギ
ナ
ー
イ
ー
（
Y
ūsf Ibn ʻĪsā al-Q
ināʻī ）
を
訪
れ、
二
人
が
学
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
嘆
願
し
た
（
18）。
結
果、
同
委
員
会
は
両
者
の
学
費
を
負
担
す
る
こ
と
を
決
定
し、
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は
一
四
歳
ま
で
ク
ウ
ェ
ー
ト
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
19）。
そ
の
学
校
生
活
を
と
お
し
て、
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は、
世
の
中
に
お
け
る
経
済
格
差
の
存
在
を
初
め
て
実
感
し、
政
治
的
な
意
識
に
目
覚
め
た
と
い
う。
例
え
ば
そ
こ
で
は、
キブラ地区やシャルク地区からの裕福な子どもたちが在籍する一方で、下層階級からの子どもたちも数多く在籍していたという。また当時のクウェートでは、パレスチナ人が教師として雇用されており、ハティーブは彼らをとおし、民族主義的な感情（
al-S
huʻūr al-Q
aw
m
ī ）を獲得しはじめたという
（
20）。
　
そんなある日、十歳のハティーブ少年が通っていた学校に一人の男性が来
て、大声で演説をして帰って行った。また別の日、彼は学校帰りのサファート広場において、クウェートの町民には見慣れない、長髪で胸をはだけた格
好をした男たちによって、血だらけの男性が磔刑にされている「恐怖と嫌悪を
掻
き
た
て
る」
現
場
に
遭
遇
し
た
（
21）。
ハ
テ
ィ
ー
ブ
少
年
が
目
撃
し
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か。
彼
が
目
撃
し
た
こ
の
光
景
を
理
解
す
る
た
め
に
は、
当
時
の
ク
ウェートにおける政治状況 つい 説明する必要がある。?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
一八九九年より英国の保護領下にあったクウェートは、一九二〇年代後半
から三〇年代にかけて、未曾有の経済不況に直面し いた。そこには、サウジアラビアとの関係悪化にともなう相互の通商活動の断絶 日本企業による養殖真珠の製造・販売の開始 そして世界恐慌という、三つの要因が存在した。そしてクウェート内では、商店の倒産、住民の貧困化、行政におけ 汚職が蔓延し、一方で首長家であるサバ ハ家は、権力 資本の独占化を進めていた。そのため、有力な商人階層のあいだにおいて、サバーハ家に対する不満が徐々に醸成されている状況に った
（
22）。
　
そのような状況を背景に、一九三〇年代初頭、 内の開明的な商人一二名
に
よ
っ
て、
「国
民
会
派（
al-K
utla al-W
aṭanīya ）」
が
設
立
さ
れ
た。
設
立
者
の
な
か
に
は、
後
に
制
憲
議
会
に
参
加
す
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ・
ハ
マ
ド・
サ
グ
ル
（
ʻA
bd al-ʻA
zīz Ḥ
am
ad al-Ṣ
aqr ）
と
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
テ
ィ
ー
フ・
ス
ナ
イ
ヤ
ー
ン・
ガ
ー
ニ
ム（
ʻA
bd al-L
aṭīf T
hunayyān al-G
hānim
）
と
い
う
二
人
の
青
年
が
い
た。
彼
らは、一九二〇年代にバグダードとダマスカス ラブ民族主義者 親交を深めており、帰国後にはパレスチナの抵抗運動指導者をクウェートへ招待て
支
援
活
動
を
行
う
な
ど、
多
く
の
民
族
主
義
的
活
動
に
従
事
し
て
い
た
（
23）。
ま
た
国
民会派は、自由選挙によって立法議会を設立することを目指しており、イラクの新聞をとおしてクウェート内の行政改革とアラブ地域の連帯 訴えていた
（
24）。
こ
の
会
派
は、
「国
民
青
年
会
派（
K
utla al-S
habāb al-W
aṭanī ）」（一
九
三
八
年
設
立）
と
い
う
実
践
部
隊
を
有
し
て
お
り、
そ
の
書
記
長
に
は
ア
フ
マ
ド・
ザ
イ
ド・
サ
ル
ハ
ー
ン（
A
ḥm
ad Z
ayd al-S
arḥān ）
と
い
う
商
人
階
層
出
自
の
人
物
が
就
任
し
て
いた
（
25）。
　
商人階層のあいだにこのような民族主義的な動きがあること、また英国が
体制の安定化を目的として限定的な行政改革を求めたことから、時の首長であ
る
ア
フ
マ
ド・
ジ
ャ
ー
ビ
ル
は、
一
九
三
八
年
に
立
法
議
会（
al-M
ajlis al-Tashrīʻī ）
の
設
立
を
容
認
し
た。
同
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
議
会
選
挙
で
は、
ス
ナ
イ
ヤ
ー
ン
・
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ガーニムを中心に、国民会派所属メンバーとその支援者を含めた計一四名が当選した。その際、議員によって議長職に選任されたのが、商人階層と親密な関係を築いており、なおかつ首長家内部において比較的リベラルな政治的姿勢を有していた、後に第一一代首長（在位一九五〇〜六五）に就任するアブドゥッラー・サーリム（
ʻA
bd A
llāh al-S
ālim
）であった
（
26）。
　
しかしながら、湾岸地域で最初の試みとなる近代的な議会制度は、短命に
終わってしまう。なぜなら立法議会は、数々の法制度を制定することで、立法
お
よ
び
行
政
に
関
す
る
首
長
家
の
権
限
を
大
き
く
制
限
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る。
またさらに、これら法制度は商人階層の利益を反映してクウェート経済の自由化を促し、結果と てクウェートの外交活動に影響をおよぼしはじめたため、アフマド首長と英国はこれを脅威とし 捉えた。そのため、首長は英国の
容
認
の
も
と
議
会
を
解
散
し、
一
九
三
八
年
一
二
月
に
第
二
回
選
挙
を
実
施
し
た
が、
この選挙
も国民会派とその支援者が圧勝した。首長は、立法議会の決議に対
す
る
拒
否
権
を
自
ら
に
与
え
よ
う
と
し
た
が、
立
法
議
会
が
こ
の
要
求
を
拒
否
し
た
た
め、彼は議会を強制的に解散する。国民青年会派 、立法議会の防衛を目的として集会やデモを組織するものの、首長 自らの影響下にある遊牧民を動員
し
て
こ
れ
を
弾
圧
す
る
（
27）。
幼
い
こ
ろ
の
ハ
テ
ィ
ー
ブ
が
学
校
や
サ
フ
ァ
ー
ト
広
場
で目撃したあの光景は、まさにこの政治変動の一部であった。そして彼が表現したところの、町の住民にとって見慣れない格好の男たちとは、こ 議会運動を弾圧する に、首長が動員した遊牧民たちであったのである。　
結局この立法議会運動は、スナイヤーン・ガーニムを含む数名が数年間に
わ
た
っ
て
逮
捕
さ
れ、
残
り
の
メ
ン
バ
ー
が
国
外
へ
亡
命
す
る
こ
と
で
失
敗
し
て
し
ま
う。また商人階層を率いてアフマド に対峙 サーリムは サバーハ家内の競合――サーリム系 ジャービル系――という要因もあり 暫く あ
い
だ
統
治
の
権
限
か
ら
疎
外
さ
れ
て
し
ま
う
（
28）。
結
果
と
し
て、
サ
ー
リ
ム
が
首
長
位
に
就任する一九五〇年まで、クウェートでは 首長家 よる専制的支配に特徴づけられる、
「政治的氷河期（
al-Jum
ūd al-S
iyāsī ）」が続くこととなる
（
29）。
?
?
???????
　
クウェート時代、ハティーブ少年の学校における成績は常にトップ水準に
あった。そのため、彼は政府の奨学生に選抜され、一九四二年よりベイルート・アメリカン大学（
A
m
erican U
niversity of B
eirut: A
U
B
）付属高校に留学す
る。
そ
し
て
同
校
を
二
年
四
个
月
で
卒
業
し
た
後
に、
Ａ
Ｕ
Ｂ
の
医
学
部
に
入
学
す
る。
その後、彼は、同学部を卒業する一九五二年まで、計一〇年間をレバノンで過ごすこととなる。ハティーブは、自身のレバノンにおける時間を、自らの「人
生
と
思
考
方
法
に
大
き
な
影
響」
を
与
え
た「最
も
美
し
い」
期
間
で
あ
る
と
形
容
している
（
30）。
　
ハティーブによれば、ＡＵＢ付属高校時代において、彼の政治的な関心は
主
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
事
象
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う。
例
え
ば
彼
は、
こ
の
期
間
に、
エジプト在留のクウェート人留学生と協力して、クウェートで文学クラブを設立しようと試みている。このクラブは、文化活動をとおしてクウェート内の若者を教育することを目的としたものである。この計画は、諸々の理由から頓挫して ま ものの、この過程において彼は、一九三八年の立法議会運動
に
参
加
し、
当
時
レ
バ
ノ
ン
に
亡
命
し
て
い
た
ハ
ー
リ
ド・
ア
ド
サ
ー
ニ
ー（
K
hālid 
al-ʻA
dsānī ）
と
親
交
を
深
め
る
こ
と
と
な
る。
ア
ド
サ
ー
ニ
ー
と
は、
ハ
テ
ィ
ー
ブ
が
十
歳
の
頃
に
小
学
校
で
目
撃
し
た、
あ
の
演
説
者
で
あ
る
（
31）。
ア
ド
サ
ー
ニ
ー
は、
ハ
ティーブを含めたクウェート人留学生を、時により昼食に招待していた。ハテ
ィ
ー
ブ
に
よ
れ
ば、
ア
ド
サ
ー
ニ
ー
と
の
ベ
イ
ル
ー
ト
に
お
け
る
交
流
は、
彼
が
ク
ウェートの政治問題に対して関心を持つ直接的な契機となった いう
（
32）。
　
一方でＡＵＢ時代におけるハティーブの関心は、クウェートの政治問題か
ら、中東アラブ世界全域へと拡大した。その要因と
しては、当時ＡＵＢで歴
史学を教授しており、民族主義的な思想を有 ていたダマスカス出身 スタ
ン
テ
ィ
ー
ン・
ズ
ラ
イ
ク（
Q
usṭanṭīn Z
urayq ）
が
率
い
る
協
会、
「固
き
絆
（
Jam
ʻīya al-ʻU
rw
a al-W
uthqā ）」（以
下「絆」
）
に
参
加
し
た
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
33）。
ハ
テ
ィ
ー
ブ
に
よ
れ
ば、
当
時
ズ
ラ
イ
ク
は、
学
生
の「民
族
意
識（
al-
W
aʻy al-Q
aw
m
ī ）」
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
諸
々
の
活
動
を
組
織
し
て
お
り、
「絆」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
（
34）。
し
か
し
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
経
歴
と
の
関
連
で
最
も
重
要
なことは、彼はこの協会の活動をとおし、当時ＡＵＢの医学生であったジョル
ジ
ュ・
ハ
バ
シ
ュ（
Jūrj Ḥ
abash ）
と
ワ
デ
ィ
ー
ウ・
ハ
ッ
ダ
ー
ド（
W
adīʻ 
Ḥ
addād ）、
そ
し
て
政
治
学
を
専
攻
し
て
い
た
ハ
ー
ニ
ー・
ヒ
ン
デ
ィ
ー（
H
ānī al-
H
indī ）
ら
と
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
点
に
あ
る。
ハ
バ
シ
ュ
と
ハ
ッ
ダ
ー
ド
は、
後
に
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
人
民
戦
線（
Popular Front for the Liberation of Palestine: 
PFLP ）
を
設
立
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
で
あ
り、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
は、
後
に
ア
ラ
ブ
連
合
共
和国の閣僚を務めることとなるシリア人であった
（
35）。
　
ハティーブ よれば、当初
「絆」の活動は文化的側面に限定されていたと
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い
う
が、
国
連
に
よ
る
一
九
四
七
年
の
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割
決
議
と、
翌
一
九
四
八
年
の
「ナ
ク
バ（
al-N
akba ）」
を
へ
て、
彼
ら
の
活
動
は
政
治
的
な
も
の
へ
と
移
行
し
た
と
い
う
（
36）。
と
く
に
ナ
ク
バ
に
際
し
て
は、
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は
と
も
に
勉
強
に
励
ん
で
き
た
パ
レスチナ人の学友が一夜にして難民となる姿を目の当たりにし、彼らとともに
毎
日
国
境
へ
出
向
き、
家
族
の
安
否
を
確
認
す
る
手
助
け
を
し
て
い
る。
ま
た
彼
ら
は、
医
者
の
卵
と
し
て、
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
お
い
て
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
の
健
康
診
断
を
行
っ
て
お
り、
難
民
の
悲
惨
な
状
況
を「自
ら
の
目
で
目
撃
し、
自
ら
の
手
で
触
れ
た」
こ
と
で、
「シ
オ
ニ
ス
ト
と
そ
れ
を
支
援
し
た
諸
国
家、
そ
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
見
捨
てたアラブ諸国政府と各政党に対し、悲しみと怒りを感じ 」ようになったと
い
う
（
37）。
ハ
テ
ィ
ー
ブ
ら
の「絆」
に
お
け
る
活
動
は、
一
九
五
一
年
前
後
を
境
に
「ア
ラ
ブ
民
族
主
義
者
運
動（
Ḥ
araka al-Q
aw
m
īyīn al-ʻA
rab:A
N
M
）」
と
よ
ば
れ
る
一
連
の
民
族
主
義
運
動
と
し
て
再
編
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
（
38）、
Ａ
Ｎ
Ｍ
が
掲
げ
る「統
一、
解
放、
復
讐（
W
aḥda, Taḥrīr, T
haʼr ）」
と
い
う
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「復
讐」
と
い
う
文字が含まれていることについては、創設者たちのこのような個人的な経験をふまえないと容易に理解することができないであろう。　
で
は
ハ
テ
ィ
ー
ブ
ら
は、
「絆」
も
し
く
は
Ａ
Ｎ
Ｍ
を
と
お
し、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な政治活動に従事したのであろうか。カッズィーハによれば、彼らの政治活動
の
最
優
先
事
項
は、
後
に
も
先
に
も「パ
レ
ス
チ
ナ
問
題」
の
解
決
で
あ
っ
た
と
い
う。この点については、彼ら 活動が文化活動から政治活動に移行した理由を、パレスチナ問題を「アラブ全体の最重要課題」 位置づける自分たちの信念に基づいている、と説明したハティーブの発言からも、ある程度想定する
こ
と
が
で
き
る
（
39）。
そ
ん
な
彼
ら
の
活
動
は、
政
治
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や、
ストライキおよびデモの組織が中心であっ 。例えば彼らは、当時の バノン政府の高官を招待した政治集会や、イスラエル支援国製品のボイコット運動などを組織した。また、
パレスチナ問題についての新聞への寄稿、新入生
歓
迎
会
な
ど
に
お
け
る
オ
ル
グ
活
動、
そ
し
て
知
識
を
蓄
え
る
た
め
の
読
書
――
ハ
バ
シュは、ハティーブに対してメディアやプロパガンダに関する本を精読よう提案し、ハティーブはそれに応えていた――や格闘技を学ぶことも、重要な活動の一環であった。　
とくにイスラエル支援国製品のボイコット運動は、アリー・ナースィルッ
ディーン（
ʻA
lī N
āṣir al-D
īn ）と親交を深めたことを契機として、ＡＵＢの学
内を越えたレバノン全土の学生へと広がった。アリー・ナースィルッディーン
と
は、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
に
対
す
る
批
判
活
動
を
一
九
三
〇
年
代
に
展
開
し
た
「民
族
行
動
連
盟（
ʻU
ṣba al-ʻA
m
al al-Q
aw
m
ī ）」
の
理
事
で
あ
り、
『ア
ラ
ブ
問
題
（
Q
aḍīya al-ʻA
rab ）』
の
著
者
で
あ
る。
当
然
な
が
ら、
こ
の
よ
う
な
活
動
は
治
安
当
局
を警戒させることとなり、ＡＵＢの学生と治安当局とのあいだの衝突を原因として、大学当局は、最終学年に在籍していたハティーブとハッダードの退学処分 決定する。しかし がら
、この決定はレバノン全土の学生運動の反
対にあい、すぐに撤回されてしまう
（
40）。
　
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は
一
九
五
二
年
に
Ａ
Ｕ
Ｂ
を
卒
業
し、
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
帰
国
し
た
（
41）。
ハ
テ
ィ
ー
ブ
が
多
感
な
十
代
か
ら
二
〇
代
に
か
け
て
の
時
期
に
従
事
し
た
政
治
活
動
や、
それをとおして親交を深めた個性的な顔ぶれを眺めただけでも、レバノンにおける経験が、自らの人生と思考方法に大きな影響を与えたと述べる彼の先の発言を、容易に理解することができよう。またこの期間に彼が実践した政治活動――集会やデモの組織、ビラ作成・配布、オルグ活動など――が、クウェート帰国後に彼の従事するこ なる様々な活動に活かされたと想定することも、恐らく間違ってはいない。実際ハティーブは、議論 方法や、立場を異にする者の見解 耳 傾ける作法を学べたことが、ベイ ート時代にお
い
て、
最
も
重
要
な
経
験
で
あ
っ
た
と
発
言
し
て
い
る
（
42）。
ま
た
経
済
的
階
層
の
違
いから、クウェート内では知りあうはずも
なかった商人階層の子弟とレバノ
ンにおいて親交を深め ことができたこ が、帰国後の彼の政治活動に大きく貢献することになったとも述べてい
（
43）。
?
?
????????????????
　
一九五〇年代のクウェートは、一九五〇年に首長位に就任したアブドゥッ
ラー・サーリムの治世下 あり、アフマド前首長 時代と比較して 国内社会
は
非
常
に
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
的
風
潮
を
享
受
し
て
い
た
（
44）。
一
九
五
二
年
に
Ａ
Ｕ
Ｂ
の医学部を卒業し、クウェートへ帰国したハティ ブは、国立病院において医
療
活
動
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
（
45）、
こ
の
政
治
的
緩
和
を
最
大
限
に
利
用
す
る
こ
と
で、同国におけるアラブ民族主義者運動（以下ＡＮＭクウェート）の活動基盤
を
構
築
し
は
じ
め
る。
そ
し
て
翌
年
か
ら
い
く
つ
も
の
政
治・
文
化
団
体
を
設
立
し、
そ
の
活
動
を
と
お
し
て
ク
ウ
ェ
ー
ト
人
の
政
治
意
識
改
革
に
注
力
し
た
（
46）。
こ
れ
ら
諸
団
体
は、
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
活
動
を
効
率
的
に
遂
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て、
一
九
五
五
年
に「ク
ウ
ェ
ー
ト・
ク
ラ
ブ
委
員
会（
L
ajna al-A
ndiya al-K
uw
aytīya ）」
の傘下に入り、活動方針が統合される
（
47）。
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ハティーブ自身も述べているとおり、この時期のＡＮＭクウェートの活動
の主な目的は、①クウェートの英国植民地主義からの独立と、②一般民衆による政治参加の二つであり、彼らの活動はその実現を目的として展開していた
（
48）。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら、
一
般
民
衆
に
よ
る
政
治
参
加
を
目
指
し
た
Ａ
Ｎ
Ｍクウェートの活動についてのみ紹介する。　
ＡＮＭクウェートのこの活動は、大きく二つに分類する とができる。ま
ず
第
一
に、
彼
ら
が
個
人
的
な
人
的
資
源
を
利
用
す
る
こ
と
で、
首
長
家
の
若
手
メ
ン
バーに接近を試みた点である。英国外交書簡が示 とおり、当時のサバーハ家の若いメンバーのなかには、同時期のサウジアラビアにおける「自由プリンス」のように、アラブ民族主義的な思想に共感を示すメンバーが少なからず
存
在
し
た
（
49）。
例
え
ば
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は、
毎
日
時
間
を
み
つ
け
て
は、
サ
ー
リ
ム
首
長の息子であり、後 第一四代首長（在位二〇〇六）に就任 るサアド・アブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー（
S
aʻd ʻA
bd A
llāh al-S
ālim
 al-Ṣ
abāḥ ）
の
事
務
所
に
必
ず
立
ち
よ
り、
彼
と
談
笑
す
る
時
間
を
設
け
て
い
た
（
50）。
そ
の
た
め、
サ
ア
ド
を
含
め
た
首
長
家
の
若
手
メ
ン
バ
ー
は、
ハ
テ
ィ
ー
ブ
が
組
織
す
る
上
述
の
団
体
に
活
動
資
金
を
提
供
す
る
な
ど、ＡＮＭクウェートの活動に大きく貢献していた。このこと 首長家に対するアラブ民族主義の影響を危惧していた在 英国行政官を、ときにより強く警戒させた
（
51）。
　
第二に、ハティーブが一九五四年に組織した署名運動に始まる、一連の政
治活動である。一九五〇年に首長位に就任したサーリムは、すで いくつかの行政改革に着手していた。例えば彼は、一九五二年、地方行政、教育、厚生、そしてワクフの各管轄において、それまで権限を掌握していた首長家諮問役を務める四つの議会を設立している。この議会には商人階層のみが参加し、一般 民衆は関与しなかったが、一九三八年 立法議会以降 初め首長家以外のクウェート人が政策決定 関与したという点におい
て、画期的
な出来事であった。しかし商人階層によって構成された議会に対 て、首長家の一部が非協力的であったため、議会は機能することがなかった
（
52）。
　
政治改革に対する首長家の保守的な姿勢を打破するために、ハティーブを
中心としたＡＮＭクウェートは、四つの議会を単 化したう で、政治的に寛容なサーリム首長 議長に就任するべきであると主張し、この案に同意する
商
人
階
層
や
国
内
の
諸
団
体
か
ら
署
名
を
集
め
る。
そ
し
て
彼
は、
一
九
五
四
年
半
ば、
サ
ー
リ
ム
首
長
に
直
接
謁
見
す
る
機
会
を
え
て、
上
述
の
署
名
を
首
長
に
提
出
す
る。その際ハティーブは、 般民衆の政治参加を要求する、ＡＮＭクウェー
ト独自の政治改革案も一緒に手渡すことに成功している
（
53）。
　
サーリム首長は、ハティーブや商人階層のこのような動きに対して、首長
家の内部で数回にわたって協議を開催したうえで、首長家によってのみ構成さ
れ
る「高
等
執
行
委
員
会（
al-H
ayʼa al-Tanfīdhīya al-ʻU
lyā ）」（一
九
五
四
年
七
月）
や、
首
長
家
以
外
の
メ
ン
バ
ー
を
限
定
的
に
加
え
た「最
高
議
会（
al-M
ajlis 
al-A
ʻlā ）」（一
九
五
五
年
一
二
月）
を
設
立
し、
事
態
の
鎮
静
化
を
試
み
る
（
54）。
し
か
し
ハティーブらは首長側の対応を不足とし、民衆の政治参加を求める抗議集会やデモを組織し、さらには政府を批判するビラを配布することで、首長家への圧力を継続した
（
55）。
　
ハティーブらによるこのような継続的な活動をひとつの契機として、サー
リ
ム
首
長
は
五
六
名
の
民
選
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
四
つ
の
議
会
の
設
立
を
決
定
し、一九五八年三月に選挙が実施された。この選挙では、選出された議員の多数が伝統的な商人階層の出自であったが、これまでとは異なり、ハティーブ
や
、
同
じ
く
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
ジ
ャ
ー
シ
ム
・
ガ
タ
ー
ミ
ー
（
Jāsim
 al-Q
aṭām
ī ）
などの政治および経済的な権力とは無縁であったクウェート人も、初めて公的な議論の場に参加する機会を獲得した
（
56）。
　
しかし、ＡＮＭクウェートの政治活動に不満を抱いていた最高議会の首長
家の一部が、四つ
の民選議会を承認する見返りとして、ハティーブとガター
ミーを含めた三名の当選議員の辞任を要求する。そのため議会は 代表者サーリム首長のもとに派遣し、首長家の一部が議会の管轄に介入しているとの
不
満
の
意
を
伝
え
た
う
え
で、
総
辞
職
し
て
し
ま
う
（
57）。
こ
の
よ
う
に、
ハ
テ
ィ
ー
ブらが要求していた民選議会 設立 よる一般民衆の政治参加は、首長家部の保守的な勢力の介入によって、再度挫折を余儀なくされた。ではこの問題に対して、ハティ ブらＡＮＭクウェートはどのように取りくんだろうか。?
?
?????????????????
　
ハティーブは、ＡＮＭクウェートの活動を行うにあたり、商人階層との協
力
関
係
の
不
在
を
長
く
問
題
視
し
て
い
た。
当
時
の
ハ
テ
ィ
ー
ブ
ら
の
活
動
は、
ク
ウェート・クラブ委員会を構成する下位単位のクラブをとおし クウェート社会の多様な階層と結ばれていた。 かし彼らの活動は、クウェート社会において伝統的に影響力を有
していた商人階層を、十分に動員することができ
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ないでいた。しかしハティーブが述べるように、一九三八年の立法議会運動で
は、
経
済
的
に
恵
ま
れ、
か
つ
体
制
や
政
策
決
定
者
に
近
い
立
場
に
い
る
商
人
階
層
が、大きな役割を果たしていた。ハティーブは、当時のクウェート 一般民衆が、立法議会運動を首長家と商人階層とのあいだの権力闘争と理解し、一連の政治行動にほとんど関与 なかった点を、運動が失敗したひとつの要因として問題視している。そして今後クウェートにおいて民選議会を設立するた
め
に
は、
一
般
の
民
衆
と
商
人
階
層
と
の
あ
い
だ
の「溝」
を
埋
め
る
必
要
が
あ
り、
そ
の
た
め
に
も
両
者
を
包
括
す
る「広
域
戦
線（
Jabha W
āsiʻa ）」
を
構
築
し、
首
長
家
に圧力をかけなければならな と考えてい
（
58）。
　
また商人階層にとっても、ＡＮＭクウェートとの協力関係の構築は、自ら
の利益 適うことであった。とくに一九三八年の立法議会運動に参加した商人
階
層
は、
政
治
や
経
済
的
権
限
を
独
占
す
る
首
長
家
に
対
し
て
不
満
を
有
し
て
お
り、
ＡＮＭクウェー
トやクウェート・クラブ委員会の活動を、首長家に対する商
人階層の政治的脆弱さを補うものである 考えていた
（
59）。
　
一
九
五
八
年
六
月
の「ク
ウ
ェ
ー
ト
連
盟（
al-R
ābiṭa al-K
uw
aytīya ）」
の
創
設
は、
ＡＮＭクウェートによる上述の問題意識と、商人階層 よる政治的な影響力の
回
復
を
望
む
声
が
合
致
し
た
と
こ
ろ
に、
ま
さ
に
実
現
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う。
ハティーブ自身も述べているよう 、クウェート連盟は 商人階層をＡＮＭクウェートの活動に統合することで、階級横断的な運動を組織するためのプラットフォームとしての役割を期待されていたのである
（
60）。
　
クウェート連盟の設立宣言は、同連盟の活動の目的を、国内の諸問題につ
いて科学的に調査し、その適切な解決を考案したうえで、政策実行者や民衆がそれに取りくむことができるよう公表していくことと規定している。そしてその参加者として、全てのクウェート人がその資格を有していると宣言して
い
る
（
61）。
こ
の
規
定
に
は、
一
般
民
衆
の
政
治
参
加
を
求
め
る
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウ
ェ
ー
ト
の主張が反映さ てお 、階級横断的な政治活動を組織し する連盟の趣旨が明確に現れている いえよう。実際、ＡＮＭクウェートの機関紙 ある『夜
明
け（
al-F
ajr ）』
紙（一
九
五
八
年
八
月
一
九
日
付）
は、
連
盟
の
創
設
理
由
と
し
て「民
衆
の
声
が
決
定
的」
な
時
代
に
お
い
て、
「国
家
の
防
衛
と
国
内
問
題
の
解
決に参加することが自らの義務であると考える、全て 忠誠あるクウェート人の見解を効果的に、そして明確に公表する」ためと述べている
（
62）。
　
ではクウェート連盟に参加したメンバーは、どのような人物であったのだ
ろ
う
か。
そ
の
顔
ぶ
れ
は
相
当
数
に
の
ぼ
る
が、
一
九
六
二
年
の
制
憲
議
会
に
お
い
て、
ＡＮＭクウェートと協力関係を構築することとなる人物を中心に簡潔に紹介したい。まずは、連盟に参加した商人階層である。そのなかで最も重要な人物
は、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
テ
ィ
ー
フ・
ス
ナ
イ
ヤ
ー
ン・
ガ
ー
ニ
ム、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズィーズ・ハマド・サグル、そ
してアフマド・ザイド・サルハーンの三名で
ある。彼らは、一九三八年の立法議会運動に国民会派や国民青年会派のメンバーとして関わっており、政治活動における実践経験を有していた。　
ま
た
上
述
の
商
人
階
層
と
は
一
世
代
若
い
世
代
に
あ
た
る
商
人
と
し
て、
ヤ
ア
ク
ー
ブ・
フ
マ
イ
デ
ィ
ー（
Y
aʻqūb al-Ḥ
um
ayḍī ）、
ス
ラ
イ
マ
ー
ン・
ハ
ー
リ
ド・
ム
タ
ッ
ワ（
S
ulaym
ān K
hālid al-M
uṭaw
w
aʻ ）、
そ
し
て
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ッ
ザ
ー
ク・
ハ
ー
リ
ド・
ザ
イ
ド（
ʻA
bd al-R
azzāq K
hālid al-Z
ayd ）
の
三
名
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る。
彼ら三名は商人階層の出自であるが アラブ民族主義を信奉し、ハティーブや
ガ
タ
ー
ミ
ー
と
と
も
に
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
（
63）。
有
力
な
商
人
階
層
の
出
自
で
は
な
い
メ
ン
バ
ー
と
し
て、
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウ
ェ
ー
ト
を率いる二名、つまりハティーブ ガターミーが参加している。後者については、クウェート連盟の執行委員長に就任した
（
64）。
　
クウェート連盟は、エジプトとシリアが、一九五八年二月に合併して設立
したアラブ連合共和国に クウェー
トが第三番目の加盟国として参加するよ
うサーリム首長に求めるなど、いくつかの「急進的」な活動を展開した。しかし彼らの活動は、一年にも満たずに終結してしまう。一九五九年二月、連盟はクウェ ト・クラブ委員会と連名で、アラブ連合共和国の建国一周年を記念する政治集会を開催した。しかし、その際ハティーブとガターミーが首長
家
に
よ
る
権
力
独
裁
を「部
族
的
統
治（
ḥukm
 ʻashāʼirī ）」
と
し
て
批
判
し
た
た
め、
政府当局はクウェート連盟を解散して まったの ある
（
65）。
　
このように、クウェート連盟の活動期間は非常に短いものであった。しか
し
バ
ー
ル
ー
ト
が
述
べ
る
と
お
り、
こ
の
連
盟
の
存
在
は、
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
一九三八年議会運動の指導者とのあいだの「婚約」を実現した であり、この活動をとおして築かれた商人階層と 協力関係は、ハティーブ自身も述べるように、一九六二年の制憲議会において、クウェート国憲法を制定す 際に大きな役割 果すこととなる である
（
66）。
?
?
???????????????
　
本稿では、クウェートのアラブ民族主義者アフマド・ハティーブの政治活
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動について、一九六二年の制憲議会直前までの期間を対象に整理した。そしてこの過程において、一般民衆の政治参加を求めるハティーブの政治的態度が、権力を自らの手中に維持したい首長家とのあいだに、度重なる緊張を惹起させ きたこと つ 明らかにした。また同時に、本稿は、ハティーブがこの政治目的 達成するために、様々な出版媒体をとおして自らの見解を表明してきたことについても言及した。彼は、湾岸地域出身者 なかで最も早期に博士号を取得し 、いわゆる知識人の一人である。この事実を考慮にいれると、彼の政治認識は、湾岸地域において国 国家が構築されつつあるなか、この地域の一個人が、その現実をどのように理解し、そしていかに対応しようとしたのかを示す、非常に貴重な資料とし 位置づけることができよう。　
ハティーブは、その後、制憲議会に参加し、クウェートにおける議会制度
の設立に大きく関わったほか、なおも残存する首長
家優位の統治制度に対し
て
批
判
的
な
政
治
家
と
し
て、
湾
岸
戦
争
後
の
第
七
期
国
民
議
会（一
九
九
二
~
九
六）
まで活躍した。そして二〇一三年現在に いても 彼は精力的な言論活動をとおし 、首長家 よる国家統治を批判し、一般民衆の真の政治参加を主張しつづけている。本稿の議論に照らせば、半世紀以上にわたりクウェートの君主体制を批判しつづけてきたハティーブ 思想的基盤は、彼 幼少時代の個人的体験や、レバノン時代 交友関係などによって醸成されたと推定することができよう。そし クウェート帰国後にハティーブが従事した一般民衆の政治参加を求める一連の 動は、彼のこの な思想が 政治的実践に転化した初期形態と て評価することができる このような理由 ら、制憲議会
直
前
ま
で
の
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
政
治
活
動
に
つ
い
て
整
理
し
た
本
稿
の
議
論
は、
「ク
ウェート・モデル」の制度設計における、アラブ民族主義勢力の役割と その後の同国における議会政治の展開
を再検討するうえでも、ひとつの意義を
有していると考える。　
では最後に、制憲議会に関する基本的な情報について説明したうえで、今
後の展望につ て提示したい。　
サーリム首長は、一九六一年八月二六日、制憲議会選挙に関する法制度を
規
定
す
る
委
員
会
を
設
置
し、
同
年
一
二
月
三
〇
日、
制
憲
議
会
の
設
立
を
宣
言
す
る。
そして翌一九六二年一月六日に制憲議会選挙 実施され、二〇名の民選議員が
誕
生
す
る
。
こ
の
選
挙
で
は
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
連
盟
に
所
属
し
て
い
た
ア
ブ
ド
ゥッ
ラ
テ
ィ
ー
フ
・
ス
ナ
イ
ヤ
ー
ン
・
ガ
ー
ニ
ム
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
・
ハ
マ
ド
・
サ
グ
ル
、
ア
フ
マ
ド
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
、
そ
し
て
ヤ
ア
ク
ー
ブ
・
フ
マ
イ
デ
ィ
ー
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
　
続けて一月一七日、一四名の閣僚によって構成される暫定内閣が発表され
る。この暫定内閣には、一一名の首長家メンバーと、制憲議会に当選した三名
の
民
選
議
員
が
入
閣
し
た。
そ
し
て
一
九
六
二
年
一
月
二
〇
日、
民
選
議
員
二
〇
名
（う
ち
閣
僚
兼
任
者
三
名）
と、
閣
僚
に
就
任
し
た
首
長
家
一
一
名
の
総
計
三
一
名
に
よ
っ
て、
制
憲
議
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
67）。
ク
ウ
ェ
ー
ト
連
盟
が、
一
九
三
八
年
の
議
会
運
動
の
指
導
者
と、
そ
れ
よ
り
も
一
世
代
ほ
ど
若
い
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウェートのメンバーを結びつける媒体であることを考慮にいれると、彼らが参加する制憲議会という場は、憲法の制定によって首長家の政治・経済的権限に制限を加えること、そして民衆の政治参加を制度的に保障することを求める二つの世代が、クウェートの れから 国家運営の方法 設計するために、協調して行動する場であると定義することができよう。　
同議会は、一九六二年一二月二五日の第三一回会合をもって、全て 議論
を終結する。ハティーブは、 法原案を作成 委員会 は参加できなかったものの 一般民衆がより広範な政治的権利を獲得することができるよう、制憲議会本会において奮闘する。その過程において、彼は首長家のサアド・アブドゥッラーと度々衝突してい 。この
点については、英国外交書簡
も、制憲議会は「アフマド・ハティーブに率いられた改革派と サバーハの特別な地位を守るシャイフ・サアド・アブドゥッラーとのあ だに展開する対立」によって特徴づけられ 、と本国に報告している
（
68）。
　
し
か
し
な
が
ら、
憲
法
を
制
定
す
る
こ
れ
ら
二
つ
の
場
で
は、
首
長
家
と
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウェートと あいだにおける衝突のみが展開し いたわけではない。制憲議会および憲法委員会の議事録を厳密に精査する 、む ろ実際には、両者のあいだにおいて商人階層が「仲介役」として機能しつつ、これら三つ主体が相互に影響しあい、立法権や行政権、そして政党結成 権利など 政治的条項をめぐり、激しく議論を展開してい ことが判明した。クウェートの
政
治
学
者
ナ
ッ
ジ
ャ
ー
ル
は、
制
憲
議
会
議
員
は、
当
時、
首
長
家
と、
「臣
民
（
subjects ）」
に
と
っ
て
か
わ
る「市
民（
citizens ）」
と
の
あ
い
だ
の
関
係
を
制
度
化
す
る作業に従事していたことを 明確に意識していた
と指摘する。そして制憲
議会における議論の過程については、今後より綿密な分析が必要となると主張
し
て
い
る
（
69）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は、
本
稿
の「は
じ
め
に」
で
提
示
し
た
ク
ウェートの政治史 対する筆者の関心と引きつけて、稿を改め 論じることとしたい。
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︻付記︼本稿は、学術研究振興基金「小笹会」による研究成果の一部である。︻註︼（
1）
本
稿
に
お
け
る
ア
ラ
ビ
ア
語
転
写
は、
一
部
の
例
外
（サ
グ
ル、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ、
ガ
タ
ー
ミ
ー
な
ど）
を
除
き、
す
べ
て
大
塚
和
夫
他
編
（
2002 ）『岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典』
岩
波
書
店、
に
依拠する。
（
2）
al-S
hāyjī, ʻA
.A
. (2009) Tarājuʻ al-N
am
ūdhaj al-D
im
uqrāṭī, C
arnegie Endow
m
ent for In-
ternational Peace.
（
3）
例
え
ば
国
外
的
要
因
に
つ
い
て
は、
L
uce, W
. (1967)“B
ritain in the P
ersian G
ulf,” in T
he 
R
ound Table. Vol. 57, N
o.227
および
H
udson, M
. C
.(1977) A
rab P
olitics: the Search for 
L
egitim
acy, Y
ale U
niversity P
ress を、
そ
し
て
国
内
的
要
因
に
つ
い
て
は、
A
lshayeji, A
. 
K
.(1988) D
em
ocratization in K
uw
ait: T
he N
ational A
ssem
bly as a Strategy for P
olitical 
Survival, P
h.D
. T
hesis, subm
itted to the U
niversity of Texas at A
ustin;  C
rystal, J. &
 al-
S
hayeji, A
.(1998)“T
he P
ro-D
em
ocratic A
genda in K
uw
ait: S
tructures and C
ontext,” in 
K
orany, B
., B
rynen, R
., and N
oble, P., eds. P
olitical L
iberalization and D
em
ocratization 
in the A
rab W
orld, L
ynne R
ienner; A
lnajjar, G
.(2000)“T
he C
hallenges F
acing K
uw
aiti 
D
em
ocracy,” in M
iddle E
ast Journal. V
ol. 54, N
o. 2; R
abi, U
.(2000)“T
he K
uw
aiti R
oyal 
F
am
ily in the P
ostliberation P
eriod: R
einstitutionalizing the ‘F
irst am
ong E
quals’ S
ystem
 
in K
uw
ait,” in K
ostiner, J., ed. M
iddle E
ast M
onarchies: the C
hallenge of M
odernity, 
Lynne R
ienner による研究を指摘することができる。
（
4）
Jam
ʻīya al-S
haffāfīya al-K
uw
aytīya. (2008) M
aḥāḍir Ijtim
āʻāt L
ajna al-D
ustūr w
a al-
M
ajlis al-Taʼsīsī.
（
5）
な
お、
制
憲
議
会
に
お
け
る
ハ
テ
ィ
ー
ブ
ら
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
者
達
の
役
割
に
つ
い
て
は、
M
iddle Eastern and Islam
ic Studies in Japan: The State of the A
rt, Japan C
enter for M
id-
dle E
astern S
tudies, B
eirut, 1
st D
ecem
ber 2012
において既に発表した。この内容につ
いては、今後論文としてまとめる予定である。
（
6）
本
稿
に
お
け
る
湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国
と
は、
湾
岸
協
力
会
議
（
G
ulf C
ooperation C
ouncil: 
G
C
C
）
を
構
成
す
る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦、
オ
マ
ー
ン、
カ
タ
ル、
ク
ウ
ェ
ー
ト、
サ
ウ
ジ
ア
ラビア、そし バハレーンの六カ国を指す。
（
7）
L
ongva, A
. N
.(2005)“N
either A
utocracy nor D
em
ocracy but E
thnocracy: C
itizens, E
xpa-
triates, and the S
ocio-P
olitical R
egim
e in K
uw
ait,” in D
resch, P. and P
iscatori, J., eds. 
M
onarchies and N
ations - G
lobalisation and Identity in the A
rab States of the G
ulf, I.B
. 
Tauris.
（
8）
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
自
伝
は
al-K
haṭīb, A
.(2007) al-K
uw
ayt m
in al-Im
āra ilā al-D
aw
la, al-
M
arkaz al-T
haqāfī al-ʻA
rabī を、また英国外交書簡集は、
R
ecords of K
uw
ait シリーズ
(R
ush, A
. de. L
., ed.(1989) R
ecords of K
uw
ait: 1899-1961.(V
ol.1-8), A
rchive E
ditions お
よび
B
urdett, A
., ed.(1997) R
ecords of K
uw
ait: 1961-1965. (V
ol.1-6), A
rchive E
dition) を
利用した。なお後者については、以下
R
O
K
と示す。
（
9）
シャルク地区には、首長家であるサバーハ家をはじめ、真珠採取業に従事し、ペル
シ
ャ
湾
を
中
心
に
活
動
す
る
商
人
が
集
中
し
て
い
た。
ま
た
キ
ブ
ラ
地
区
に
は、
造
船
お
よ
び
貿
易
業
に
従
事
し、
東
ア
フ
リ
カ
か
ら
イ
ン
ド
亜
大
陸、
そ
し
て
欧
州
ま
で
交
易
に
で
る
商
人が居住していた。
al-S
ham
lān, S
. M
. (1978) T
ārīkh al-G
haw
ṣ ʻalā al-L
uʼluʼ fī al-K
u-
w
ayt w
a al-K
halīj al-ʻA
rabī: al-Juzʼal-T
hānī: al-G
haw
ṣ ʻalā al-L
uʼluʼ fī al-K
uw
ayt, 
M
aṭbaʻa Ḥ
ukūm
a al-K
uw
ayt. pp. 151-86.
（
10）
al-ʻA
ydarūs, M
. H
. (2002) T
ārīkh al-K
uw
ayt al-Ḥ
adīth w
a al-M
uʻāṣir, D
ār al-K
itāb 
al-Ḥ
adīth. pp. 123-4
および
al-K
haṭīb (2007) p. 28. 石油経済以前の両階層の経済格差
は
著
し
く、
商
人
階
層
の
搾
取
を
嘆
く
労
働
者
に
よ
る
民
謡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る。
K
halaf, S
. (2008)“T
he N
ationalization of C
ulture: K
uw
ait’s Invention of a P
earl-D
iving 
H
eritage,” in A
lsharekh, A
. and S
pringbourg, R
., eds. P
opular C
ulture and P
olitical Iden-
tity in the A
rab G
ulf States, S
A
Q
I, pp. 66-8.
（
11）
ク
ウ
ェ
ー
ト
近
郊
の
遊
牧
民
は、
主
に
春
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
町
に
立
ち
よ
り、
毛
皮、
飼
料、
乳製品を売り、生活必需品を購入していた。
al-ʻA
ydarūs (2002) pp. 123-4.
（
12）
al-S
ham
lān, S
. M
. (1970) al-A
lʻāb al-Shaʻbīya al-K
uw
aytīya: W
aṣf-hā, A
daw
āt-hā, w
a 
M
ā Yataʻallaq bi-hā: al-Juzʼal-A
w
w
al, M
aṭbaʻa M
aqhaw
ī, pp. 43-5
お
よ
び
al-K
haṭīb 
(2007) p. 32.
（
13）
al-K
haṭīb (2007) pp. 23-4, 27-8.
（
14）
K
azziha, W
. W
. (1975) R
evolutionary Transform
ation in the A
rab W
orld: H
abash and H
is 
C
om
rades from
 N
ationalism
 to M
arxism
, C
harles K
night, p. 18
および
R
O
K
 (1997) V
ol.5, 
p. 75.
（
15）
al-K
haṭīb (2007) pp. 24-5.
（
16）
ハ
デ
ィ
ー
ヤ
の
戦
い
と
は、
現
在
は
イ
ラ
ク
領
に
あ
る
ズ
バ
イ
ル
（
al-Z
ubayr ）
を
拠
点
と
す
る
ム
ン
タ
フ
ィ
ク
（
al-M
untafi
q ）
一
族
と、
サ
バ
ー
ハ
家
と
の
あ
い
だ
に
発
生
し
た
戦
闘
で
あ
る。
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
父
と
祖
父
は、
同
一
族
の
サ
ア
ド
ゥ
ー
ン
（
al-S
aʻdūn ）
家
に
よ
っ
て
捕
虜
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た。
こ
の
戦
闘
は、
敗
れ
た
サ
バ
ー
ハ
家
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
内
の
増
税
を
断
行
し、
後
に
商
人
階
層
と
の
あ
い
だ
の
確
執
を
決
定
的
な
も
の
と
す
る、
重
要
な
出
来
事
で
あ
る。
al-S
ham
lān (1978) pp. 67-83.
（
17）
al-K
haṭīb (2007) pp. 24-6.
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（
18）
文教委員会とは、クウェートにおける教育を管轄することを目的に、一九三六年に
設
立
さ
れ
た
審
議
会
で
あ
る。
サ
バ
ー
ハ
家
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
長
を
筆
頭
に、
商
人
階
層
か
ら
選
出
さ
れ
た
一
二
名
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た。
同
委
員
会
は、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
関
税
収
入
の
〇．
五
％
を
毎
年
教
育
費
に
あ
て
る
こ
と
を
決
定
し
た
う
え
で、
ク
ウ
ェ
ー
ト
内
に
お
け
る
公
教
育
の
普
及
に
努
め、
数
多
く
の
学
校
を
設
立
し
た。
M
arkaz al-B
uḥūth w
a 
al-D
irāsāt al-K
u
w
ay
tīy
a. (2
0
0
2
) T
ā
rīkh
 a
l-Ta
ʻlīm
 fī D
a
w
la
 a
l-K
u
w
a
yt: D
irā
sa 
al-Taw
thīqīya [al-M
ujallad al-T
hānī], Tanfīdh M
aṭābiʻ al-M
alik, pp. 11-2, 152, 154.
（
19）
al-K
haṭīb (2007) pp. 24-6, 35-6.
（
20）
あるパレスチナ人教師は、授業をとおして火薬の製造方法を子どもたちに教授して
い
た
と
い
う。
ハ
テ
ィ
ー
ブ
に
よ
れ
ば、
そ
の
よ
う
な
授
業
の
内
容
は、
当
時
の
パ
レ
ス
チ
ナにおける政治情勢を反映していたという。
al-K
haṭīb (2007) pp. 28-9, 38-9.
（
21）
al-K
haṭīb (2007) pp. 34-5.
（
22）
Ism
ael, J. S
. (1982) K
uw
ait: Social C
hange in H
istorical P
erspective, S
yracuse U
niversi-
ty P
ress, pp. 71-3; al-M
udayris, F. ʻA
. (1999) M
alām
iḥ A
w
w
alīya ḥaw
la N
ashʼa 
al-Tajam
m
uʻāt w
a al-Tanẓīm
āt al-Siyāsīya fi al-K
uw
ayt (1938-1975), D
ār Q
urṭās li al-
N
ashar, pp. 7-8; A
bu-H
akim
a, A
. M
. (1983) T
he M
odern H
istory of K
uw
ait 1750-1965, p. 
156. 例
え
ば、
関
税
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る、
一
九
三
八
年
度
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
全
歳
入
二
六
万
三
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
の
う
ち、
首
長
家
の
取
り
ぶ
ん
は
お
よ
そ
二
〇
万
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
と
い
う。
R
O
K
(1997)V
ol.3, 在
ク
英
国
大
使
館
か
ら
本
国
へ
の
書
簡
（一
九
六
三
年
六
月
一
六
日付）
p. 103.
（
23）
al-M
udayris (1999) pp. 6-7.
（
24）
国
民
会
派
は
、
当
時
の
イ
ラ
ク
に
お
け
る
立
憲
君
主
制
度
を
、
理
想
の
政
治
制
度
と
み
な
し
て
い
た
と
い
う
。
al-K
ham
īs, M
. (2002) M
asīra al-D
im
uqrāṭīya fī al-K
uw
ayt 1938, D
ār al-Ḥ
adath 
li al-Ṣiḥāfa w
a al-K
hidm
āt al-Iʻlām
īya, pp. 61-4. 
（
25）
al-M
udayris (1999) pp. 7-8. 
（
26）
Ism
ael (1982) p. 73; al-M
udayris(1999)p. 8.
（
27）
Ism
ael (1982) pp. 73-7.
（
28）
B
ārūt, M
. J. (1997) Ḥ
araka al-Q
aw
m
īyīn al-ʻA
rab, al-N
ashʼa, al-Taṭaw
w
ur, al-M
aṣāʼir, 
al-M
arkaz al-ʻA
rabī li al-D
irāsāt al-Istrātījīya, p. 130; al-M
udayris (1999) pp. 9-19
そして
R
O
K
 (1997) V
ol.5, 在
ク
英
国
大
使
館
か
ら
本
国
へ
の
書
簡
（一
九
六
四
年
一
月
二
日
付）
p. 
522.
（
29）
D
ayyn, A
. ʻA
. (2005) al-D
im
uqrāṭīya fī al-K
uw
ayt: M
asār˗hā, W
āqiʻ˗hā, Taḥaddīyāt˗hā, 
Ā
fāq˗hā, D
ār Q
urṭās li al-N
ashar, p. 44. この期間、首長家のメンバーはその政治的権
力
を
無
制
限
に
行
使
し
た。
ド
ゥ
フ
ラ
地
区
の
ハ
テ
ィ
ー
ブ
家
の
土
地
は、
立
法
議
会
が
解
散
さ
れ
た
後、
首
長
家
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
強
制
的
に
買
収
さ
れ、
彼
ら
は
町
の
別
の
地
区
に
移動することを余儀なくされた。
al-K
haṭīb (2007) pp. 32-3.
（
30）
al-K
haṭīb (2007) p. 51. ハ
テ
ィ
ー
ブ
は、
『開
拓
者
（
al-R
āʼid ）』
誌
（一
九
五
三
年
二
月
二
五
日
発
売
第
九
号）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て、
彼
が
医
学
部
を
志
望
し
た
理
由
に
つ
い
て、
医
師
の
数
が
十
分
で
は
な
い
と
い
う、
当
時
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
社
会
が
直
面
し
て
い
た
問
題
に
取
り
く
む
た
め
で
あ
る、
と
答
え
て
い
る。
M
arkaz al-B
uḥūth w
a al-D
irāsāt al-
K
uw
aytīya. （
1999 ）
al-R
āʼid, al-M
ujallad al-A
w
w
al, al-Q
ism
 al-T
hānī, p. 969, （再版
。初
版は「教師クラブ
（
N
ādī al-M
uʻallim
īn ）」が編集）
. なお、彼は一九四四年の秋学期
よ
り
Ａ
Ｕ
Ｂ
の
医
学
部
に
入
学
し、
最
初
の
四
年
間
は
基
礎
医
学
の
学
習
に、
そ
し
て
次
の
四
年
間
は
博
士
号
の
取
得
に
従
事
し
て
い
る。
専
門
は
総
合
診
療
お
よ
び
一
般
外
科。
al-S
hahhāb, Y
. (1984) “R
ijāl fī T
ārīkh al-K
uw
ayt,” in al-Q
abas, M
arch 22.
（
31）
al-K
haṭīb (2007) pp. 54, 56-67. アドサーニーは、レバノン時代のハティーブの同級
生
で、
か
つ
親
友
で
も
あ
っ
た
商
人
階
層
出
身
の
マ
ル
ズ
ー
ク・
フ
ァ
ハ
ド・
マ
ル
ズ
ー
ク
（
M
arzūq F
ahd al-M
arzūq ）
の叔父であった。
（
32）
筆者によるハティーブ氏への聞きとり調査
（二〇一二年一二月一五日）
。
（
33）「絆」
は、
ア
ラ
ブ
人
学
生
の
識
字
率
を
上
げ
る
た
め
に、
一
九
一
八
年
に
ベ
イ
ル
ー
ト
で
設
立
さ
れ
た
非
政
治
団
体
で
あ
る。
こ
の
活
動
は、
大
戦
中
に
一
時
停
止
し
て
い
た
も
の
の、
戦
後
ズ
ラ
イ
ク
の
主
導
で
活
動
を
再
開
し
た
と
い
う。
K
azziha (1975) p. 18; al-K
haṭīb (2007) 
p. 71. な
お
協
会
名
で
あ
る「固
き
絆」
は、
パ
ン・
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
の
思
想
家
で
あ
る
ア
フ
ガ
ー
ニ
ー（
Jam
āl al-D
īn al-A
fghānī ）
と
そ
の
弟
子
ム
ハ
ン
マ
ド・
ア
ブ
ド
ゥ
フ
（
M
uḥam
m
ad ʻA
bduh ）
が、
一
八
八
四
年
に
パ
リ
で
刊
行
し
た『固
き
絆』
誌
を
参
考
に
し
た名称であると推定される。
（
34）
な
お「絆」
に
お
け
る
ズ
ラ
イ
ク
の
役
割
に
つ
い
て
は、
al-ʻA
ẓm
a, ʻA
. (2003) Q
usṭanṭīn 
Z
urayq: ʻA
rabī li al-Q
arn al-ʻIshrīn, M
uʼassasa al-D
irāsāt al-F
ilasṭīnīya が詳しい。
（
35）
K
azziha (1975) p. 19; al-K
haṭīb (2007) pp. 67-73.
（
36）
この点については、ジョルジュ・ハバシュの発言からも明らかである。彼によれば、
「絆」
は
ナ
ク
バ
以
降、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
を
議
論
す
る
場
へ
と
変
貌
し、
急
速
に
政
治
化
が
進
ん
だ
と
い
う。
や
が
て
ハ
バ
シ
ュ
と
ヒ
ン
デ
ィ
ー
の
二
人
は、
武
装
組
織「ア
ラ
ブ
殉
教
者
旅
団
（
K
atāʼib al-F
idāʼ al-ʻA
rabī ）」
を
編
成
し、
ナ
ク
バ
の
責
任
者
で
あ
る
ア
ラ
ブ
諸
国
の
要
人
暗
殺
計
画
を
実
施
し
は
じ
め
る
が、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は、
ハバシュとの会談集
M
a ṭar, F. (2008) Ḥ
akīm
 al-T
haw
ra: Sīra Jūrj Ḥ
abash w
a N
iḍāl-hu, 
D
ār al-N
ahār li al-N
ashar, pp. 47-67
が詳しい。
（
37）
al-K
haṭīb (2007) p. 72.
（
38）「絆」
に
お
け
る
活
動
が、
政
治
活
動
に
特
化
し
た
Ａ
Ｎ
Ｍ
へ
と
再
編
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
al-S
ām
rāʼī, ʻA
. S
. (1986) “Ḥ
araka al-Q
aw
m
īyīn al-ʻA
rab w
a D
aw
r˗hā fī al-W
aʻy 
al-Q
aw
m
ī,” in Taṭaw
w
ur al-F
ikr al-Q
aw
m
ī al-ʻA
rabī: B
uḥūth w
a M
unāqashāt al-N
adw
a 
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al-F
ikrīya allatī N
aẓẓam
a˗hā, M
arkaz D
irāsāt al-W
aḥda al-ʻA
rabīya を参照のこと。
（
39）
K
azziha (1975) pp. 21-2; al-K
haṭīb (2007) p. 73.
（
40）
al-K
haṭīb (2007) pp. 73-4, 77-83. ハ
テ
ィ
ー
ブ
に
よ
れ
ば、
こ
の
デ
モ
は、
米
国
の
中
東
政
策
を
批
判
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て、
一
九
五
二
年
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う。
al-
S
hahhāb (1984).
（
41）
ハバシュを中心としたＡＮＭの初代主要メンバーは、一九五二年までにＡＵＢを卒業し、それぞれ次の活動の地へと移っていく。
K
azziha (1975) p. 21, 25-7. ナセリ
ズ
ム
や
マ
ル
ク
ス
－ レ
ー
ニ
ン
主
義
へ
の
思
想
的
接
近、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
組
織
の
分
裂
を
含
め
た
そ
の
後
の
Ａ
Ｎ
Ｍ
に
つ
い
て
は、
al-S
ām
rāʼī (1986) お
よ
び
B
ārūt (1997) を
参
照
の
こと。
（
42）
筆者によるハティーブ氏への聞きとり調査
（二〇一二年一二月一五日）
。
（
43）
al-K
haṭīb (2007) pp. 66-7.
（
44）
サーリム首長がリベラルな政治政策 とった理由には諸説ある。例えばそのなかに
は、
彼
が
一
九
三
八
年
の
立
法
議
会
に
お
い
て
議
長
と
し
て
商
人
と
と
も
に
活
動
し
た
こ
と
や、
そ
の
際
に
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ、
か
つ
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
教
育
制
度
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
ユ
ー
ス
フ・
イ
ブ
ン・
イ
ー
サ
ー・
ギ
ナ
ー
イ
ー
の
も
と
で、
幼
年
時
代
に
学
業
を
積
ん
だ
経
験
が
あ
る
な
ど、
い
く
つ
か
の
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。
D
ayyn, A
. ʻA
. (1999)
W
ilāda D
ustūr al-K
uw
ayt: K
ayfa Tam
m
at Ṣiyāgha D
ustūr D
aw
la al-K
uw
ayt w
a 
M
unāqashat˗hu fī al-M
ajlis al-Taʼsīsī w
a L
ajna al-D
ustūr fī al-ʻĀ
m
m
 1962, D
ār Q
urṭās li 
al-N
ashar, p. 6; al-M
udayris (1999) pp. 15-6; al-K
haṭīb (2007) p. 100. 
ま
た
現
代
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
お
い
て「憲
法
の
父」
と
よ
ば
れ
る
サ
ー
リ
ム
首
長
に
対
す
る
評
価
は、
同
国
の
研
究
者
や
識
者
の
あ
い
だ
に
お
い
て
も
非
常
に
高
い。
例
え
ば
ク
ウ
ェ
ー
ト
大
学
政
治
学
部
の
ナ
ッ
ジ
ャ
ー
ル
（
G
hānim
 al-N
ajjār ）
は、
サ
ー
リ
ム
首
長
の
治
世
が
一
五
年
間
と
比
較
的
長
く
継
続
し
た
こ
と
が、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
議
会
制
度
の
定
着
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
評
価
し
て
い
る。
A
lnajjar (2000) p. 258. ま
た
英
国
行
政
官
と
し
て
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
長
期
滞
在
し、
首
長
家と親密な関係を築いたジャクソン
（
G
. N
. Jackson ）
も、クウェートに近代的でよ
り
民
主
的
な
統
治
機
構
を
導
入
す
る
こ
と
に
お
い
て、
サ
ー
リ
ム
首
長
ほ
ど
こ
の
役
に
適
し
た
人
物
は
い
な
か
っ
た
と
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る。
R
O
K
 (1997) V
ol.5, 在
ク
英
国
大
使
館
か
ら本国への書簡
（一九六四年一月二日付）
p. 522.
（
45）
な
お
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は、
国
立
病
院
勤
務
二
年
目
に、
熱
帯
病
の
治
療
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め、
英
国
に
六
个
月
間
留
学
し
て
い
る。
そ
の
後、
一
九
五
六
年
に
国
立
病
院
を
辞
職
し、
個
人診療所を開設した。
al-S
hahhāb (1984).
（
46）
一
九
五
〇
年
代
前
半
は、
エ
ジ
プ
ト
や
レ
バ
ノ
ン
で
高
等
教
育
を
受
け、
政
治
化
し
た
ク
ウ
ェ
ー
ト
人
留
学
生
が
帰
国
し
は
じ
め
た
時
期
に
あ
た
る。
Ḥ
ajlāw
ī, N
. D
. B
. Ḥ
. (2003)
Taʼthīr al-F
ikr al-N
āṣirī ʻalā al-K
halīj al-ʻA
rabī 1952-1971, M
arkaz D
irāsāt al-W
aḥda al-
ʻA
rabīya, pp. 153-5. このことは、サバーハ家の一族支配に対して批判的な人々を動
員
す
る
基
盤
が、
当
時
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
社
会
に
お
い
て
醸
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る。
な
お
具
体
的
な
団
体
に
は「ア
ハ
リ・
ク
ラ
ブ
（
al-N
ādī al-A
hlī ）」、「民
族
文
化
ク
ラ
ブ
（
al-N
ādī al-T
haqāfī al-Q
aw
m
ī ）」、「大
卒
者
ク
ラ
ブ
（
N
ādī al-K
harījīyīn ）」、
そ
し
て「教
師
ク
ラ
ブ」
な
ど
が
あ
る。
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は、
そ
れ
ら
団
体
が
発
行
す
る『信
仰
の
響
き
（
Ṣudā al-Iīm
ān ）』、『信
仰
（
al-Iīm
ān ）』、『夜
明
け
（
al-F
ajr ）』、『開
拓
者』
そ
し
て『前
衛
の
声
（
Ṣaw
t al-Ṭ
alīʻa ）』
な
ど
の
刊
行
物
の
編
集・
執
筆
活
動
を
と
お
し、
ク
ウ
ェ
ー
ト
内
に
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
の
思
想
を
広
げ
た。
K
azziha (1975) pp. 33-4; al-M
udayris (1999) p. 
16, 19; al-K
haṭīb (2007) pp. 100-1, 117-21. またハティーブは、ＡＮＭクウェートの
活
動
を
と
お
し「労
働
者
ク
ラ
ブ
（
N
ādī al-ʻU
m
m
āl ）」
も
設
立
し
た。
こ
の
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
何
名
か
の
労
働
者
は、
後
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
お
け
る
労
働
組
合
の
設
立
に
大
き
な
役
割
を
果たす
こととなる。
R
abīʻ, M
. M
. (2005) al-N
iẓām
 al-Siyāsī fī D
aw
la al-K
uw
ayt, D
. N
., 
p. 106.
（
47）
al-M
udayris (1999) pp. 32-3, 36. な
お
同
委
員
会
は、
一
九
五
八
年
よ
り「ク
ウ
ェ
ー
ト・
クラブ連合
（
Ittiḥād al-A
ndiya al-K
uw
aytīya ）」として発展解消する。
（
48）
al-K
haṭīb (2007) p. 210.
（
49）
R
O
K
 (1989) V
ol.3, 在
ク
英
国
行
政
官
か
ら
本
国
へ
の
書
簡
（一
九
五
五
年
八
月
一
五
日
付）
p. 171
および本国から在ク行政官への書簡
（一九五八年二月一二日付）
pp. 249.
（
50）
二人の交流は、ハティーブの英国留学時代 遡る。サーリム首長の息子であるサア
ド
は、
同
時
期
に
英
国
の
ヘ
ン
ド
ン
警
察
大
学
に
留
学
し
て
お
り、
彼
ら
は
ほ
ぼ
毎
日
顔
を
合わせ親交を深めていた。
al-K
haṭīb (2007) pp. 105-7.
（
51）
R
O
K
 (1989) V
ol.3, 
在
ク
英
国
行
政
官
か
ら
在
バ
ハ
レ
ー
ン
英
国
行
政
官
へ
の
書
簡
（一
九
五
五
年
六
月
七
日
付）
 pp. 165-6
お
よ
び
在
ク
英
国
行
政
官
か
ら
本
国
へ
の
書
簡
（一九五五年八月一五日付
p. 171 、そして
al-K
haṭīb (2007) p. 108, 129.
（
52）
サ
ア
ド
に
代
表
さ
れ
る
首
長
家
の
若
手
メ
ン
バ
ー
と
は
異
な
り、
そ
の
一
つ
う
え
の
世
代
は、
サ
ー
リ
ム
首
長
が
主
導
す
る
政
治
改
革
に
反
対
し
て
い
た。
例
え
ば、
首
長
家
に
お
い
て
サ
ー
リ
ム
首
長
に
次
ぐ
権
威
を
有
す
る
サ
ー
リ
ム
の
異
母
兄
弟
フ
ァ
ハ
ド・
サ
ー
リ
ム
（
F
ahd al-
S
ālim
）
と、
サ
ー
リ
ム
首
長
の
叔
父
で
あ
り、
第
七
代
首
長
ム
バ
ー
ラ
ク・
サ
バ
ー
ハ
（
M
ubārak al-Ṣabāḥ ）（在
位
一
八
九
六
〜
一
九
一
五）
の
息
子
で
あ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
バ
ー
ラ
ク
（
ʻA
bd A
llāh al-M
ubārak ）
の
二
人
は、
行
政
改
革
に
反
対
す
る
尖
兵
で
あ
っ
た。
両
者
が
サ
ー
リ
ム
首
長
の
政
治
改
革
に
お
い
て
最
も
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は、
当
時
の
英
国
行
政
官
が
両
者
を「自
己
利
益
の
追
求
者」
、
ま
た
は「独
裁
政
治
の
最
後
の
防
衛
者」
と
形
容
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る。
R
O
K
 (1989) 
Vol.3, p. 64
お
よ
び
在
ク
英
国
行
政
官
か
ら
本
国
へ
の
書
簡
（一
九
五
五
年
八
月
一
五
日
付）
p. 
171 、そして
R
O
K
 (1997) V
ol.2, 在ク英国大使館から本国への書簡
（一九六二年一一
76イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 5（2013.3）
A Note on Kuwaiti Arab Nationalist, Aḥmad al-Khaṭīb
月一九日付）
p. 86.
（
53）
そ
の
際
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は、
少
年
時
代
に
自
ら
に
学
業
継
続
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
ユ
ー
ス
フ・
イ
ブ
ン・
イ
ー
サ
ー・
ギ
ナ
ー
イ
ー
か
ら
署
名
を
獲
得
す
る。
ギ
ナ
ー
イ
ー
は、
一
九
三
八
年
の
立
法
議
会
に
お
い
て
議
員
と
し
て
活
躍
し
て
お
り、
国
内
の
重
要
問
題
に
つ
い
て
首
長
に
助
言
す
る
な
ど、
首
長
や
商
人
階
層
か
ら
の
信
頼
が
厚
い
人
物
で
あ
っ
た。
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は、
は
じ
め
に
ギ
ナ
ー
イ
ー
か
ら
署
名
を
獲
得
で
き
た
こ
と
が、
そ
の
他
の
商
人
か
ら
署
名
を
獲
得
す
る
に
あ
た
り、
大
き
く
貢
献
し
た
と
述
べ
て
い
る。
al-K
haṭīb (2007) pp. 
172-80.
（
54）
英国外交書簡によれば、首長家は、サバーハ家の権限を低下させるこのような要求
に
対
し、
強
く
反
発
し
た
と
い
う。
し
か
し
一
方
で、
何
名
か
の
メ
ン
バ
ー
は、
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウ
ェ
ー
ト
が
単
独
で
提
出
し
た
彼
ら
独
自
の
政
治
的
要
求
を、
真
剣
に
受
け
と
め
た
と
い
う
（こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が、
恐
ら
く
サ
ア
ド
を
中
心
と
し
た
若
手
メ
ン
バ
ー
で
あ
ろ
う）
。
ま
た
サ
ー
リ
ム
首
長
に
召
喚
さ
れ
た
ギ
ナ
ー
イ
ー
は、
そ
の
他
の
商
人
階
層
を
率
い
て
フ
ァ
ハ
ド
と
面
会
し、
議
会
活
動
が
失
敗
し
た
責
任
を
彼
に
認
め
さ
せ
た
う
え
で、
サ
ー
リ
ム
首
長
に
対
し
て
は、
首
長
と
し
て
一
族
の
メ
ン
バ
ー
の
行
動
を
十
分
に
統
制
し
て
い
な
い
と、
そ
の
弱
さ
を
激
し
く
咎
め
た
と
い
う。
R
O
K
 (1989) V
ol.3, 在
ク
英
国
行
政
官
から本国への書簡
（一九五四年七月二六日付）
pp. 128-30.
（
55）
R
O
K
 (1989) V
ol.3, 在
ク
英
国
行
政
官
か
ら
本
国
へ
の
書
簡
（一
九
五
四
年
七
月
二
六
日
お
よ
び一九五六年七月一二日付）
pp. 128-30, 191-2; al-M
udayris (1999) pp. 17-9.
（
56）
ガ
タ
ー
ミ
ー
一
族
は、
石
油
経
済
以
前
は
船
乗
り
業
を
経
営
す
る
有
力
な
家
系
で
あ
っ
た
が、
当
時
の
ジ
ャ
ー
シ
ム・
ガ
タ
ー
ミ
ー
と
そ
の
一
家
が
置
か
れ
て
い
た
社
会
的
地
位
は、
そ
の
他
の商人階層と比較して低いものであったという。
R
O
K
 (1997) V
ol.6, pp. 71-2.
（
57）
al-M
udayris (1999) pp. 17-9; al-K
haṭīb (2007) pp. 181-6.
（
58）
al-K
haṭīb (2007) pp. 66-7, 125, 149. またハティーブ 、一九三八年の立法議会運動
が
シ
ー
ア
派
住
民
に
対
し
て
と
っ
た
差
別
的
な
政
策
が、
現
代
ま
で
続
く
ク
ウ
ェ
ー
ト
社
会
の
宗派対立に大きな禍根を残していると指摘している。
al-K
haṭīb (2007) p. 34.
（
59）
B
ārūt (1997) p. 131. ま
た
バ
ー
ル
ー
ト
は、
一
九
三
八
年
の
立
法
議
会
運
動
に
参
加
し
た
商
人
階
層
は、
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
活
動
を
自
ら
の
長
年
の
政
治
的
目
的
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
な
が
ら
も、
そ
の
活
動
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る。
B
ārūt (1997) p. 131, 479. こ
の
点
に
つ
い
て
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は、
商
人
階
層
は
政
治、
経
済、
そ
し
て
社
会
的
地
位
が
高
い
た
め
に、
伝
統
的
に
首
長
家
と
密
接
な
関
係
を
築
い
て
お
り、
首
長
家
の
不
要
な
警
戒
心
を
高
め
な
い
た
め
に
も、
商
人
ら
の
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウ
ェ
ー
ト
へ
の
直
接
参
加は避ける必要があったと説明している。
al-K
haṭīb (2007) p. 125.
（
60）
al-K
haṭīb (2007) p. 125. ま
た
英
国
外
交
書
簡
は
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
連
盟
は
、
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
影
響
を
受
け
た
大
卒
者
ク
ラ
ブ
の
指
導
陣
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
と
示
し
て
お
り、
そ
の
活
動
の
目
的
と
し
て、
単
一
議
会
の
設
置
と
一
般
民
衆
の
政
治
参
加
に
つ
い
て、
首
長
家
に
対
し
て
再
度
主
張
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
説
明
し
て
い
る。
R
O
K
 (1989) V
ol.3, 在
ク
英
国
行
政
官
か
ら
本
国
へ
の
書
簡
（一
九
五
八
年
八
月
二
七
日
付）
pp. 286-7. 英
国
行
政
官
に
よ
る
こ
の
推
定
は、
首
長
家
の
圧
力
に
よ
っ
て、
一
九
五
八
年
三
月
に
四
つ
の
民
選
議
会
が
解
散
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
時
局
を
考
慮
に
い
れ
る
と、
ほ
ぼ
事
実
に
即
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い。
つ
ま
り
絶
対
的
権
力
を
自
ら
の
手
中
に
維
持
し
た
い
首
長
家
に
対
し、
階
級
横
断
的
な
政
治
運
動
を
組
織
す
る
こ
と
で、
ハ
テ
ィ
ー
ブ
ら
は、
再
度
民
選
議
会
設
立
の
た
め
の
圧
力
を
か
け
よ
う
と
していたと推測することができるのである。
（
61）
al-M
udayris (1999).
（
62）
R
O
K
 (1989) V
ol.3, 在ク英国行政官から本国への書簡に記載された、同紙の英文翻
訳記事
（一九五八年八月二七日付）
pp. 288-9.
（
63）
al-M
udayris (1999) p. 21. フ
マ
イ
デ
ィ
ー
は、
国
内
で
最
大
の
羊
輸
入
会
社
を
経
営
し、
ハ
テ
ィ
ー
ブ
と
の
関
係
が
非
常
に
近
い
人
物
で
あ
る。
彼
の
姉
妹
は
ジ
ャ
ー
シ
ム・
ガ
タ
ー
ミ
ー
と
結
婚
し
て
い
る。
ム
タ
ッ
ワ
も
国
内
の
有
力
商
人
階
層
の
出
自
で
あ
り、
エ
ジ
プ
ト
留
学
経
験
者
で
あ
る。
有
力
な
商
人
一
族
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て
か、
彼
は
首
長
家
の
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
バ
ー
ラ
ク
と
非
常
に
親
密
な
関
係
を
築
い
て
い
る。
ハ
ー
リ
ド・
ザ
イ
ド
は、
ク
ウ
ェ
ー
ト
石
油
公
社
の
経
営
理
事
や
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
営
銀
行
の
総
裁
代
理
を
務
め、
さ
ら
に
は
他
の
民
間
企
業
の
経
営
に
も
従
事
す
る
大
商
人
で
あ
る。
ま
た
彼
は、
Ａ
Ｎ
Ｍ
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
論
説
紙
『
前
衛
（
al-Ṭ
alīʻa ）』
の
オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
っ
た
。
R
O
K
 (1997) V
ol.6, p. 
70, 73, 76.
（
64）
al-M
udayris (1999) pp. 37-8.
（
65）
B
ārūt (1997) p. 132, 479; al-M
udayris (1999) p. 39; al-K
haṭīb (2007) pp. 191-2.
（
66）
B
ārūt (1997) p. 131; al-K
haṭīb (2007) p. 125.
（
67）
al-Ḥ
aydar, F. A
. ʻU
. (1995) W
athāʼiq al-Ḥ
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